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《桟橋改革後の各課の配i図か

(役場庁舎2 F)　　　　河内町役場

総務課 剪� 

田o297-84-4357 庶務･人事 防犯,交通 消防･防災 俎9�ﾘ淙ｧb�ﾔﾉ_��

秘書広聴 

企画財務課 劔町民課 劍ﾋ｢�

関 偬��

企画 剞ﾅ務 剄装ﾛ･老人 倆�檠Y�2�戸籍 

合併推進 劔障害 �7ﾘ8ｹY㈱髯;b�住民登録 劔Eｲ�

財政･管財 劔介護保険 兢ｸ支�YD霎��印鑑登録 劍��
i 

(役場庁舎1F) 劔劔��

河内町長竿3689-1

(学校教育)
曾0297-84-3322

四〇297-84-4730

(生涯学習)

曾029了-84葛2843

教育委員会事務局

(農村環境改善センタ-)　図〇29了-84葛2043

(中央公民館隣)

広▲撒かわち
平成18争1月　件z l1与)

(水道事務所)

河内町長芋5294-3

(建設･環境)1宙0297-84-292 1

(上･下水道)禽0297-84-236 1

田o297-84-2362

(役場分庁舎)

4
月
宣
日
か
ら

新
体
制
ヌ
タ
-
ト

当
町
に
お
い
て
は
､
昨
年
‖
月
に
新
た
な
　
｢
河
内
町
行
政
改
革
大
綱
｣

を
策
定
し
､
こ
の
4
月
よ
り
本
格
的
に
行
財
政
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
｡

今
､
下
水
道
事
業
な
ど
長
期
に
わ
た
っ
て
大
き
な
財
政
需
要
を
伴
う
事

業
の
推
進
や
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た
福
祉
施
策
の
充
実
が
重
要
課
題
で

あ
り
､
財
政
運
営
に
お
い
て
は
経
費
削
減
は
も
と
よ
り
､
思
い
き
っ
た
政

【
組
織
を
ス
リ
ム
化
･
組
織
改
正
の
お
し
ら
せ
】

河
内
町
で
は
､
現
在
進
め
て
い
る
行
政
改
革
推
進
期
間
　
(
平
成
-
 
7

年
度
か
ら
概
ね
5
年
間
)
　
の
一
環
と
し
て
､
_
 
3
課
2
局
1
室
を
5
課

2
局
1
室
に
再
編
す
る
こ
と
で
組
織
を
ス
リ
ム
化
す
る
と
と
も
に
､

住
民
の
皆
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
た
分
か
り
や
す
さ
を
目
的
と
し
た
サ
-

ビ
ス
の
充
実
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
｡

組
織
改
正
　
(
『
機
構
改
革
』
)
　
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
｡◆
問
合
せ
先
◆
　
役
場
総
務
課
　
曾
8
4
･
2
-
-
-
(
内
線
1
2
4
)

策
判
断
に
よ
り
重
点
事
業
へ
の
配

分
を
確
保
で
き
る
よ
う
な
厳
格
な

財
政
運
営
を
行
い
ま
す
｡
こ
の
行

政
改
革
は
､
限
ら
れ
た
財
源
を
有

効
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
住
民

本
位
の
よ
り
よ
い
サ
-
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
の
行
政
改
革
で
す
｡

｢
明
る
い
･
元
気
の
出
る
･
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
｣
　
の
た

め
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
｡

河
内
町
長
　
野
高
　
貴
雄



《　機　構　改　革　の　概　要　》

【新体制】　主な所掌事務

総　務　課

課長高山健一
内線120

庶務係

人事給与係

交通防災係

行政管理係

車両係

秘書係

広報広聴係

住民係

束共同利用施設係(つつみ会館)曾86-2090

社会福祉係

障害福祉係

児童福祉係

福祉サ-ビス係(福祉センタ-)曾84-3699

国保老人保健係

年金医療福祉係

介護保険係

介護予防係(地域包括支援センタ-)曾60-4071

保健予防係(保健センタ-)曾84-4486

･都市計画係

･地域整備係

･地域整備工務係

･環境衛生係

･下水道管理係

･下水道工務係

･水道班

国語--園薗萱]
議会事務局

醗2*oi嗣

■
広一磁かわぢ
平成18争4月(川｡115/



平成18年度町予算のあらまし
｣齢計予算は37億5,181万円

｢豊かに美しく住む町づくり｣に向けた,平成18年度各会計予算が決まりました｡ -般会計予算

の主な概要についてお知らせします｡

自動車取得税交付金5, 500万円(1. 5%)

8,000万円(2.1%)　5,86

-円(3 0%)臆←ミi6
町　債

1億8, 540万円(4. 9%)

地方譲与税
2億1, 500万円　　｢

(5.了%)

※町民一人当たりの町税額
約了6,218円

町民一人当たりの歳出額
約332,814円

(平成18年3月1日現在11,273人)

喜
町民税　　　3億1, 881万円

固定資産税　4億5, 693万円

軽自動車税　　2, 184万円

たばこ税　　　6, 163万円

繰入金
3億4, 269万円

(9.1%)

諸収入 2億827万円
-〆--/~/~~ (5. 6%)

繰越金
- 1億2, 000万円(3. 2%)

自主財源その他7, 586万円(2. 0%)

分担金及び負担金　5,408万円

使用料及び手数料　2.138万円

財産収入40万円　寄附金0万円

広-叡かわ5
職18牢4方(ta4菊)

平
成
1
8
年
度

町
予
算
編
成
市
針

平
成
_
 
8
年
度
の
予
算
編
成
は
､
地
方
財

政
計
画
を
鑑
み
る
こ
と
は
も
と
よ
り
行
財

政
改
革
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
に
､

｢
行
政
改
革
大
綱
｣
　
の
諸
課
題
を
適
切
に

予
算
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
り
ま
す
｡

少
子
高
齢
化
の
進
行
な
ど
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
に
伴
う
行
政
需
要
は
､
今
後
ま

す
ま
す
拡
大
･
多
様
化
す
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
｡
こ
れ
ら
の
重
要
課
題
を
限
ら
れ

た
財
源
の
重
点
配
分
な
ど
に
よ
り
積
極
的

に
推
進
す
る
た
め
､
事
務
･
事
業
や
組
織
･

機
構
な
ど
　
｢
聖
域
の
な
い
抜
本
的
見
直
し
｣

を
実
施
い
た
し
ま
す
｡
そ
し
て
､
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
､
｢
明
る
い
･
元
気
の
出

る
･
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
政
｣
　
を
基
本

理
念
と
し
て
､
行
政
全
体
の
資
質
の
向
上

を
目
指
し
予
算
編
成
を
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
｡

な
お
､
特
別
会
計
に
つ
き
ま
し
て
も
､

歳
出
の
効
率
化
･
合
理
化
を
推
進
し
､
急

増
す
る
繰
出
金
の
抑
制
を
中
心
と
し
て
､

一
般
会
計
予
算
の
編
成
方
針
に
準
拠
し
て

予
算
編
成
し
て
お
り
ま
す
｡

(
｢
平
成
-
 
8
年
度
河
内
町
予
算
編
成
方
針
｣

よ
り
抜
粋
)



その他
1, 580万円

(0. 4%)

/′〇二〇掌詰｡(2 2%)

民生責
了億7, 603万円

(20.了%)

⑧諸　会　費　　　　　　8.070万円

令総　務　E　　　　6億4,367万円

総務管理費　　4億6, 86 8万円　　　　3億1,964万円

徴　税　費　　1億1,240万円　　　　(8.5%)

戸籍住民基本台帳費　　4, 7 8 4万円

教育費
4億7, 940万円

(12. 8%)

¥歳出

衛生費
6億2, 6了9万円

(16.了%)

など

へ民　生　費　　　　7億7,603万円

社会福祉費　　　5億　326万円

児童福祉費　　　2億7.23 1万円

など

写¥衛　生　=　　　　6億2.679万円

保健衛生費　　　3億1.633万円

清　掃　費　　　3億1,046万円

⑯農林水産業費　　　2億2, 2 76万円

農　業　費　　　2億2,276万円

⇔土　木　費　　　3億8,637万円　　　　消防費

2億65万円

(5 3%)

土木費
¥　3億8,63了万円
¥

(10 3%)

モ-

/

土木管理費　　　　　4,858万円

道路橋りょう費　　　7,920万円

都市計画費　　　2億4,876万円

など　〈

㊨消　妨　費　　　　2億　　65万円

⇔教　育　費　　　　4億7.940万円

教育総務費　　　　　7, 647万円

小学校費　　　1億　164万円

中学校費　　　　　　7.177万円

社会教育費　　　　　6,906万円

学校給食費　　1億2.593万円

など

◆公　債　費　　　　3億1.964万円

◆商　工　費　　　　1,080万円　　農林水産業費

◆予　備　費　　　　　　500万円　　2億2,2了6万円(5.9%)

(百万円一般会計予算額の推移 
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,
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平
成
_
 
8
年
度
の
河
内
町
予
算
が
成
立
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
｡
一
般
会

計
予
算
の
総
額
は
3
7
億
5
-
-
8
〇
万
円

で
､
前
年
度
と
比
較
し
て
3
-
9
6
2
万

円
　
(
-
･
0
%
)
　
の
減
と
な
っ
て
お
り
ま

す
｡
(
千
円
以
下
端
数
処
理
)

限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
に
配
分
し
､

｢
豊
か
に
美
し
く
住
む
ま
ち
河
内
｣
　
の
実

現
に
向
け
た
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
｡

【
一
般
会
計
歳
入
】

歳
入
予
算
に
つ
い
て
は
､
地
方
交
付
税
､

町
税
で
歳
入
全
体
の
約
･
9
%
を
示
し
て

お
り
､
続
い
て
繰
入
金
9
･
1
%
､
地
方

譲
与
税
5
･
7
%
､
諸
収
入
5
･
6
%
､

町
債
4
･
9
%
の
順
に
な
っ
て
お
り
ま
す
｡

前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
､
国
庫

支
出
金
及
び
町
債
が
減
額
と
な
り
､
一
方

で
地
方
譲
与
税
の
伸
び
が
大
き
く
な
っ
て

お
り
ま
す
｡
町
税
予
算
額
は
､
8
億
5
･

9
2
1
万
円
で
前
年
度
比
1
･
3
%
減
と

な
り
ま
す
が
､
固
定
資
産
税
の
大
幅
な
税

収
減
が
見
込
ま
れ
ま
す
｡
ま
た
､
本
町
の

大
き
な
収
入
源
と
な
っ
て
い
る
地
方
交
付

税
は
､
_
 
3
億
8
･
9
6
9
万
円
で
ほ
ぼ
前

年
並
み
と
な
り
ま
す
｡

【
一
般
会
計
歳
出
】

歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
､
最
も
構
成
比

の
高
い
も
の
は
民
生
費
の
2
0
･
7
%
で
､

以
下
総
務
費
_
 
7
･
2
%
､
衛
生
費
_
 
6
･
7

%
､
教
育
費
_
 
2
･
8
%
の
順
と
な
っ
て
お

り
ま
す
｡

前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
民
生

費
､
農
林
水
産
業
費
等
が
減
額
と
な
り
､

一
方
で
､
公
債
費
､
土
木
費
等
が
増
加
し

て
お
り
ま
す
｡
主
な
事
業
と
し
て
､
平
成

-
 
7
年
度
の
試
験
運
行
を
踏
ま
え
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業
､
子
育
て
支
援
の

た
め
の
次
世
代
育
成
支
援
金
､
生
活
環
境

改
善
事
業
､
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
事

業
等
に
つ
い
て
引
き
続
き
計
上
し
て
お
り

ま
す
｡
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河内町は､ ｢やすらぎのある快適な暮らしの創造｣ ｢河内らしい豊かさと魅力の

創造｣ ｢未来へ伸びる人と文化の創造｣を3つの基本理念としてまちづくりIこ取組

み､碁本計画を定めています｡その頃日ごとに今年度行う主な事業を紹介します｡

平成18年度の主な事業概要

住民の利便性の向上iこ向け｢河内町コミュニティパス｣の

運行をはじめました

○生活環境の向上

○都市基盤の整備
自然と調和した快適で住みよいまちつくり

道路･交通
･コミュニティパス運行事業　　681万円

･町道維持補修工事　　　　　3, 500万円

･町道舗装新設改良工事　　　3, 500万円

積極的な環境整備で清潔･快適なまちづくり

ごみ処理
･龍ヶ崎地方塵芥処理組合分担金　22,642万円

･塵芥処理収集事業　　　　　　　　2, 029万円

し尿処理
･龍ヶ崎地方衛生組合分担金　　　5, 532万円

･合併処理浄化槽設置整備事業　　　430万円

環境対策
･生活環境改善事業(民家防音)　2, 500万円

消　　防

･稲敷地方広域市郎中国事務組合消防謡14. 628万円

海外の文化や伝統iこ触れることで､国際的感賞を餐おうと
中学生を対象に海外派遣研修事業を実施

龍ヶ崎而･利根町･河内町で運営される
｢クリ-ンプラザ･罷｣(龍ヶ崎地方塵芥処理組合)

○教育･文化の向上
まちの未来を担う個性豊かな人づくり

学校教育
･ ′｣､学校スクールバス運行事業　　504万円

･チ-ムティ-チング(小中学校) 735万円

･小学校施設整備事業　　　　　　　629万円

･中学生海外派遣視察研修　　　　　358万円

広敬かわ多
幸/好/(9f/--1ノブ(la ll,7-)



○福祉･保健の向上
福祉活動の充実でいきいきとしたまちづくり

高齢者福祉
･外出支援サ-ビス事業

･在宅介護支援センタ葛運営事業

･敬老福祉大会事業

･愛の定期便事業

障害者(児)福祉
･施設訓練等支援費

･居宅生活支援費

児童福祉
･次世代育成支援金

･放課後児童健全育成事業(児童クラブ)

･保育所運営費

保健･医療
･予防接種等委託

･健康診断委託

･医療福祉費

350万円

210万円

300万円

110万円

2, 147万円

406万円

805万円

520万円

2L 272万円

493万円

1, 959万円

6. 742万円

首都圏での消費拡大に向けて､町特産物のP R活動を

展開しています(写真　秋の収桓祭)

○その他
第4次河内町総合計画策定事業　399万円

平成18年度予算総括

g

将来を胆う子とも達の健全な育成を願い､次世代育成
支援金(町独自の出産祝い金)が支給されています

○産業の振興
多様化する二〇ズに応える新産業つくり

農業の振興
･水田農業構造改革対策町単独奨励金　5. 000万円

･町特産物P R活動事業　　　　　　　　450万円

商業の振興
･町商工会補助金　　　　　　　　　　　　400万円

･信用保証料補給金(自治金融)　　　　351万円

会計別 剳ｽ成18年度 兌ﾙ�ﾃ�{僖�7��比較 緬�ﾘﾋ越b�

-般会計 �3了億5,181方円 �3x壞偵�C9_ｸ冷�△3,962方円 ���#������

特 �ｩ�Y;倬hｼi<�¥ｨ檍ﾇiuﾈ蠅�5億3.478方円 添US"ﾃcCYiﾈ冷�833方円 ��綯�
国民睡康保険穂別会計予算 ���壞偵cc兩ｸ冷�12偲196方円 ��#S){冓ﾈ冷�△0.4 

老人保陸特別会計予算 ���壞"ﾃ#3�iﾈ冷�11億550方円 ��ﾃc��_ｸ冷�1.5 

別 �靜ﾉ]ｸﾊ�<�¥ｨ檍ﾇiuﾈ蠅�5億5,183方円 店壞B繝c)_ｸ冷�321方円 ��綯�

∠ゝ エコ �靜ﾈ5Bﾘ7(5磯hｼi<�¥ｨ檍ﾇiuﾈ蠅�5,481方円 釘ﾃC�)_ｸ冷�999方円 �#"�2�

計 等 ��Y;倬hｼh檍ﾇiuﾈ蠅�X�擁4假ｹ?ﾈｷ�-�辷��2億8,514万円 �(壑{津��冓ﾈ冷�1,405方円 迭�"�

･資本的収入 �3添_ｸ冷�1,3了6万円 ��#塔�_ｸ冷�△71.3 

･資本的支出 唐經C冓ﾈ冷�1俵519万円 ��#�ﾃ都�iﾈ冷�△18.7 

圧殺かわぢ
搬18争1ノブ(¥o｣｣,?-)



広一鰍かわぢ
I/;/要lあ'年1ノブ(1o H5)

河内町シルバ賀人材センタ-は.就労の機会を通して高齢者の生き

がいの充実や社会参加を推進するための団体です｡高齢者が自己の能

力を活用したいと希望したとE,臨時的､短期的な仕事を紹介します｡

定年などで勤めを辞めた方､家事を子供さんiこ譲った方などで､み

んなで協力してお互いの経験や能力を生かすことができる仕事があれ

ばやってみたいと考えているおお屯ね60歳以上の方ならEなたでも会

員になれます｡ (会費として年額2, 0 0 0円が必要となります｡)

輔◎弱善隣惨め浅u給B

調合8 fl��:�ﾙN��剛刺､8�同郷

お気軽にお問合せください!

問合せ先¥

河内町シルバ-人材センタ-　曾84-5455　　担当　遠藤まで

あ
は
鴨
も
会
員
に
は
り
ま
せ
ん
持
｡

『
河
籍
町
ジ
ル
バ
-
人
材
セ
ン
タ
l
』
会
員
募
集

6
月
-
日
か
ら

『
違
法
駐
車
の
取
締
り
が

変
わ
り
ま
す
｡
』

-
　
車
両
の
所
有
者
な
ど
　
(
※
)
　
を
対
象

と
し
た
放
置
違
反
金
の
制
度
が
導
入
さ

れ
ま
す
｡

善
政
･
蔓
刈
毛
し
こ
5
た
J
燈
叶
う
石

亀
螺
に
匿
い
ま
す
-
'

エ
　
※
法
律
上
は
､
車
両
を
使
用
す
る
権
限
を
有

一
　
し
､
車
両
の
運
行
を
支
配
､
管
理
す
る
　
｢
車

両
の
使
用
者
｣
　
が
命
令
の
対
象
に
な
り
ま
す
｡

一
2
　
民
間
の
駐
車
監
視
員
が
放
置
駐
車
違

反
の
確
認
を
行
い
ま
す
｡



で~"申栗亘)
元気をふやしましょう②

十ノ新しい介護保険音曲′?
//~7

介護予防の充実

漢音

要介護度の区分が新しくなりました

園田園田
これまでの要介護1の方が､審査会に
より判定されます｡

18年4月から認諾詳晶.rer龍誓詣霊J詔±計画作成｣ 

河内町地域包括支援センターで行います 
曾60-4071(※事務所は保健センター内です) 

Q鶉へ『謹製呈竃評言15¥秦
事援助サ-ビスが利用できなくなりますか?

A誅.竺;嘉驚認諾…,`請書
がヘルパーさんと-緒に家事を行うような､

自立を助Iナるサ-ビスが用意されています｡

Qなぜ介護予防のサ~ビスが始まったの?

A詰弓三吉莱艶!o_.…鰭誓言誇
続けていると体はしだいに衰えてしまいます｡
生活を活発にするサ-ビスを利用する事で状

態を改善し､心身の機能向上のためiこ介護予

防サ-ビスが始まりました｡

広彫かわぢ
I/���つﾂr��碇�����ﾆﾈ*�6R�



町民の快適な健康づくりの推進を目指して

曝圏回国要理圏
ー運動不足だなあと感じてはいませんか?-

/今冬は患い日が続きましたが.遊動不定lこ檎っていませんか?

｢忙しくて時間がないし､今のところ健康だから大丈夫用｣とは思っていないでしょうが｡

運動不足が長く続くと､除々に筋力が低下したり､免疫力が弱まると言われています｡

また､高血圧､高脂血症､糖尿病などの生活習慣病Iこかかる確率も高くなります｡

適切な運動にはこんな効果があります

1.生活習慣病の危険因子を改善します｡

からだを動かすと､全身の血液が循環し､高血圧や動脈硬化を

防ぎ､心臓病(狭心症･心筋梗塞)発症の危険性が下がります｡

また､善玉コレステロ-ルが低い方には特に運動が効果的です｡

2.若々しいからだづくりに役立ちます｡

軽い筋肉トレ〇二ンクを毎日続けることによって､筋力の衰え

を防ぎ､骨も強くし､骨粗しょう症を予防します｡

3.免疫力が高まります｡

免疫系全体のバランスをととのえて､自然治癒力がアップし､

ストレスへの耐性も高まります｡

健康づくりのために運動を取り入れましょう

工生活の中に連動を｡

歩くことから,始めてみませんかつ1日30分を目標に,息がはずむ程度

のスピ-ドが適当です｡

2.楽しく､安全に｡

体調に合わせてマイペースで運動するようにしましょう｡またへ　友だち

つくりや家族のふれあいもできると､さらに楽しいですね｡

i? 3蒜∴這,三㍍六;ラス這えま_l,`言｡/l~小)') l~o

健康づくりのため運動には,合わせてへ　食事の見直しもすると良いでしょ

う｡禁煙や節酒にも努めましょう｡

美と触膜の数字･メンタルヘルスケアのお和らせ

保健センタ-では毎月第2木曜日iこ｢美と健康の教室｣を､第4木曜日に｢メンタルヘルスケア｣

を実施しています｡どちらも楽しいお話と連動の教室です｡約40名位の方が参加しています｡

日程は健康カレンダ-に掲載されています｡ ｢今年こそ､運動を｣と思う方はどうぞお気軽にご参加

ください｡

◇'十時lル/ノy'　臆l　　-川　◇

l ｡し/ /'　つ('弓､､,1l｣l音　　はv　中v)出上　　I l　　　中音　　真l¥自　己中｣　音メ､l d

† ｣音上L)音　　　　　　　_音音　｣ )~∴,｢し二　　　　_I,

/広_感かわら

減1S年lノI (l〃1l.テ)



宏轍かわぢ
I/</要/8f'/_1ノブ(1o115)題

.

.
,
¥
J
,
劫
鐘
を
襟
先
帝
鑑
塾
愛
妻

故
　
小
吏
　
敏
夫
氏

(
元
村
議
会
議
員
)

故
　
小
吏
　
　
賞
氏

(
元
村
議
会
議
員
)

故
　
小
吏
敏
夫
氏
は
､
昭
和
3
9
年
2
月

に
初
当
選
し
､
以
来
3
期
_
 
2
年
の
な
が
さ

に
わ
た
り
河
内
村
議
会
議
員
に
在
職
､
村

政
の
進
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
｡
ま
た
､

昭
和
5
2
年
2
月
か
ら
同
5
9
年
9
月
ま
で
河

内
村
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
崖
業
経
営

の
近
代
化
と
農
業
生
産
の
向
上
に
努
め
ら

れ
､
昭
和
5
9
年
_
 
o
月
に
は
河
内
村
収
入
役

に
就
任
し
､
財
政
の
堅
実
な
運
営
と
会
計

事
務
の
簡
素
化
に
貢
献
を
な
さ
れ
ま
し
た
｡

こ
の
た
び
の
受
章
は
､
こ
れ
ら
地
方
自
治

向
上
に
対
す
る
多
大
な
功
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
｡

故
　
小
吏
　
賞
氏
は
､
昭
和
4
6
年
5
月

に
初
当
選
し
､
以
来
4
期
_
 
2
年
9
ヶ
月
の

な
が
さ
に
わ
た
り
河
内
村
議
会
議
員
に
在

職
､
特
に
､
昭
和
5
0
年
3
月
か
ら
同
5
4
年

6
月
ま
で
河
内
村
議
会
副
議
長
､
昭
和
5
5

年
2
月
か
ら
同
5
7
年
3
月
ま
で
同
議
長
を

歴
任
さ
れ
､
議
会
の
円
滑
な
運
営
及
び
村

政
の
進
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
｡

ま
た
､
昭
和
4
0
年
7
月
か
ら
同
4
3
年
2

月
ま
で
河
内
村
議
会
推
薦
の
河
内
村
農
業

委
員
会
委
員
と
し
て
農
業
問
題
に
正
面
か

ら
取
り
組
み
産
業
の
発
展
に
多
大
の
貢
献

を
な
さ
れ
ま
し
た
｡

俳

　

句

　

が

わ

も

俳

前

会

書
を
伏
せ
て
齢
い
た
わ
る
春
短
漣鴻

百
船
を
泊
め
て
港
の
春
一
番

春
泥
や
車
輪
巧
み
に
か
わ
す
子
等天

幕
な
ず
む
峡
の
住
い
や
梅
一
輪

若

春
泥
を
楽
し
み
し
靴
あ
り
に
け
り津

休
耕
の
棚
田
の
畦
や
蕗
の
と
う
遠

地
方
版
開
く
筑
波
の
梅
だ
よ
り

野

　

た

　

け

口

　

ふ

　

く

野
　
志
げ
子

泉

　

栄

　

治

根
　
と
し
お

藤

　

正

　

雄

杉

　

原

　

利

　

代

春
泥
の
牛
も
足
元
と
ら
れ
け
り
吉

紅
梅
や
茶
席
の
主
お
下
げ
髪

播

春
煙
燵
高
砂
夫
妻
背
を
丸
め

田

春
の
泥
玄
関
ま
で
も
運
び
を
り

寺

し

る

へ

道
標
あ
る
十
字
路
の
春
の
泥

大

陽
炎
の
ゆ
ら
ぐ
日
和
や
牛
の
群
れ飯

陽
炎
や
江
戸
へ
十
里
の
道
標

田

饉

　

歌

　

が

わ

も

檀

歌

会

水
仙
の
蕾
わ
ず
か
に
は
は
え
み
て
賀
正
に
匂
ふ
四
花
の
さ
き
が
け

種
籾
を
水
に
浸
し
て
十
日
余
り
殻
を
破
り
し
白
濁
の
胚
芽

変
人
と
言
わ
れ
し
こ
と
あ
る
我
な
れ
ど
川
土
手
眺
め
て
三
十
七
年

健
闘
し
メ
ダ
ル
届
か
ず
去
り
て
行
く
笑
顔
さ
わ
や
か
心
に
残
る

春
の
き
ざ
し
風
の
流
れ
に
覚
ゆ
れ
ど
寒
さ
を
纏
ふ
冬
の
残
り
香

慈
悲
深
さ
主
の
胸
に
抱
か
れ
て
紡
徳
ひ
し
子
犬
子
の
ご
と
和
む

八
十
路
越
え
目
覚
め
に
付
き
し
自
閉
症
今
日
と
い
ふ
日
を
付
し
て
過
ご
す
と



長竿小6年生が　I
蕨聯県教育良質翼賛
第I7回県教育広報･M Eコンク-I

第17回県教育広報･NI Eコンクール(以下
｢NI Eコンク-ル｣という｡)において長竿小

学校6年生の作品が最高位の県知事賞に続く県
教育長賞を受賞しました｡
N I E 『Newspaper萱n Education (教育に新聞を)』

とは,青少年の活字離れを防ごうと先生方と新聞社が

協力して､教育の場で新聞を活用し､子どものころか

ら新聞に日常的に触れることで､将来新聞を含めた文

字情報を読み,社会に関心をもち主体的に世の中にか
かわっていこうとする人を育てることを目標に､各地

の先生方と新聞社との間で組織が作られ実践が積み重

ねられています｡今年のコンク-ルには各部門の総数

で313点の応募がありました｡ 【学校･学年･学級･家

庭･地域新聞の部】で県教育長賞を受賞した長竿小学

校6年生の｢見学体験新聞｣は､ ｢社会科や総合的な

学習の時間で学んだことをまとめた新聞｡タイトルや

見出しが工夫されひと目で何が書かれているかがわか
り､筆者のコメントも事実を踏まえて自分の思いを書

いている｡見学や取材をしたときの書き方など　ほか

の人に読んでもらうための見せる工夫も凝らされてい

る｡｣との審査講評をいただきました｡子どもたちに

とって､この賞の受賞は小学校生活の最後の良い思い

出になったのではないでしょうか｡

町をきれいiこ美しく!
-牛膝堤同地区ごみの山清掃活動-

3月11日､きれいな住みよいまちづくりに向け住民

の自主的な参加により発足した｢河内クリーンボラン

ティアクラブ(会長　秋山文男氏)｣による､生坂提

向地区にあるごみの山の清掃活動が行われました｡当

日は　ボランティアの方々をはじめ県職員等の参加も

あり､重機も導入してのごみの仕分け及び搬出作業が

行われました｡

※参加者を募集しています!詳しくは役場都市整備課

環境Gまで連絡ください｡ TEし84-2921

竜ヶ崎警察署長より感謝状
一版禍等提督への赫睦的樽協和こ対し-

先ごろ,久米歯科医院長　久米酒先生に竜ヶ崎警察署

長より感謝状が贈られました｡これは､久米先生が昨年
6月に携わられた検視業務等捜査活動(腐乱死体の身元

確認のための歯型鑑定)にあたり積極的に協力されたこ
とに対し贈られたものです｡また､久米先生はこの体験

談を他の歯科医師の方々の参考になればと｢警察への鑑

定報告書の記入実例｣というタイトルで県歯科医師会報
をとおして報告しており､県警本部からも感謝されています｡

必'轍かわぢ
I/'-_//f/8隼IH (1o J｣.r/

G
拷

l

　

　

　

[

.



去る2月12日,竜ヶ崎ロ-タlノ-カップが龍ヶ崎小

学校で開催され,河内町ミニバス(女子)が3度目の

優勝に輝きました｡また, 3月5日には河内町ファイ

ナルカップが稲敷市(新利根町民体育館)で開催され､

男子6チ-ム･女子6チ-ムが参加し熱戦を繰り広げ

女子準優勝･男子3位の成績を収めました｡
※河内町ミニバスは.バスケット好きな小学生を随時(

募集しています｡ミニバスを通じて交流を深めたい､

体験をしたい子はどんどん参加しよう!初心者大歓

迎です!
〈連絡先　T且し84臆3283　代表指導者　大竹　重信

ジユニ77オ-ILス9-での活躍l�ｯｩ�&�苣
-金江注中2年商幅鴨未さん-

3月28日から30日にかけて行われる, ㈱日本バスケッ

トボ-ル協会主催の第19回都道府県対抗ジュニアバスケッ
一一　トボ-ル大会における茨城県選抜チ-ムのメンバ-に高

橋梓未さん(金江津中2年)が選ばれました｡高橋さん
は､県の代表選手として精｣杯プレーしたいと話してい

ました｡ジュニアオ-ルスタ-での活躍が期待されます｡ (

スポ-ツ少年団が空き菰拾い
-欝6回スボ少刷れあいまつり開催-

3月12日(日)､町内のスポ-ツ少年団が集い, 6

回目となる『スポ少ふれあいまつり』が開催されまし

た｡当日は､日頃練習等で使用しているトレ-ニング

センタ- ･総合グランド周辺の空き缶拾いを行った後､

ドッジボ-ル(子ども),ビーチボ-ルバレ- (指導

者･保護者)をとおして親睦を深めました｡昼食後に
は,ウルトラクイズに続き-生懸命活動した団員の表

彰など　充実した-日となりました｡

g
広敢かわg
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◇固定資産税1期◇

◇国民健康保険税1期◇

◇介護保険料1期◇

徴収日は5月1日です

蕾轟◎ぎ電飾
(敬称略)

㈲ゲブラナガトコ

マ-ガレット(ポット)

秋山　　棄

学校教材及び資材(理科)

小林　豊吉　　雑巾33枚

一　河　内　町　へ　臆臆臆

DEC5カラオケ好友会

11,200円

根本きよ子　4iOOO円

高仲みや子　2,000円

一　社会福祉協議会へ

皆様からお預かりした寄付金
等は､趣旨に添って大切に使
わせていただきます｡

ありがとうございました｡

広~磁かわぢ
平成18争｣ノブ(1o君の

生
活

竜
ヶ
崎
保
健
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

【
精
神
ク
リ
ニ
ッ
ク
】

◇
日
　
時
　
毎
月
第
2
水
曜
及
び

第
4
火
曜
日
　
午
後
-
時
3
0
分

-
午
後
3
時
3
0
分
　
(
予
約
制
)

⇔
場
　
所

竜
ヶ
崎
保
健
所
ク
リ
ニ
ッ
ク
室

㊧
相
談
対
応
者

精
神
科
医
､
保
健
師
等

⇔
内
　
容

家
族
等
の
か
か
わ
り
方
の
助
言

【
ひ
き
こ
も
り
専
門
相
談
】

⑧
日
　
時
　
毎
月
第
3
火
曜
日

午
後
1
時
3
0
分
-
午
後
4
時
3
0

分
　
(
予
約
制
)

㊧
場
　
所

竜
ヶ
崎
保
健
所
ク
リ
ニ
ッ
ク
室

㊧
対
　
象
　
ひ
き
こ
も
り
状
態
に

あ
る
者
を
抱
え
る
家
族
等

⇔
相
談
対
応
音

心
理
士
､
保
健
師
等

命
内
　
容

家
族
等
の
か
か
わ
り
方
の
助
言

※
【
精
神
ク
リ
ニ
ッ
ク
】
　
【
ひ
き
こ

も
り
専
門
相
談
】
　
の
申
込
み
は
竜

ヶ
崎
保
健
所
保
健
指
導
課
ま
で
電

話
に
て
予
約
く
だ
さ
い
｡

Ⅲ
6
2
･
2
3
6
7

茨
城
子
と
も
救
急電
話
相
談

お
子
さ
ん
が
急
な
病
気
で
心
配

な
と
き
､
ご
相
談
く
だ
さ
い
｡

す
ぐ
受
診
さ
せ
た
方
が
良
い
の

か
､
様
子
を
み
て
も
大
丈
夫
な
の

か
､
不
安
な
と
き
､
経
験
豊
富
な

看
護
師
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
｡

茨
城
県
内
ど
こ
か
ら
で
も
プ
ッ

シ
ュ
回
線
の
固
定
電
話
か
ら
　
｢
局

番
な
し
の
　
#
8
0
0
0
｣

･
プ
ッ
シ
ュ
回
線
で
は
な
い
固
定

電
話
､
携
帯
電
話
､
公
衆
電
話
か

ら
は
　
(
Ⅲ
o
2
9
･
2
5
4
･
9
9

o
o
)
　
へ
お
か
け
く
だ
さ
い
｡

･
相
談
日
時
は
､
月
曜
-
金
曜
､

午
後
6
時
3
0
分
-
午
後
_
o
時
3
0
分

ま
で
　
(
土
･
日
･
祝
日
及
び
年
末

年
始
は
除
く
)

※
休
日
･
夜
間
に
診
て
く
れ
る
医

療
機
関
を
知
り
た
い
と
き
は
茨
城

県
救
急
医
療
情
報
コ
ン
ト
ロ
-
ル

セ

ン

タ

-

(

Ⅲ

o

2

9

-

2

4

1

･

4
1
9
9
　
年
中
無
休
･
2
4
時
間

対
応
)
　
緊
急
･
重
症
の
場
合
は
迷

わ
ず
　
｢
-
-
9
｣
　
へ
〇
･

募
集

｢
茨
城
県
奨
学
生
｣

募
集
の
お
知
ら
せ

県
で
は
､
茨
城
県
奨
学
生
を
募

集
し
ま
す
｡

㊨
主
な
出
願
資
格

･
県
内
に
居
住
す
る
者
の
子
弟
で

あ
る
こ
と
｡

･
人
物
･
学
業
と
も
優
良
で
あ
る

こ
と
　
(
成
績
基
準
あ
り
)
｡

･
学
資
の
支
弁
が
困
難
で
あ
る
こ

と
　
(
収
入
基
準
あ
り
)
｡

･
短
大
･
大
学
在
学
者
･
日
本
学

生
支
援
機
構
奨
学
金
の
貸
与
を
受

け
て
い
な
い
こ
と
　
(
併
願
は
で
き

ま
す
が
､
併
給
は
で
き
ま
せ
ん
｡
)
｡

◆
奨
学
資
金
の
返
還
に
つ
い
て

無
利
息
で
､
貸
与
終
了
日
か
ら

6
ヶ
月
据
置
後
､
_
 
0
年
以
内
に
半

年
賦
ま
た
は
年
賦
に
よ
り
返
還
し

て
い
た
だ
き
ま
す
｡

⇔
貸
与
月
額
∴
募
集
人
員

自
宅
通
学
‥
3
5
･
0
0
0
円

(
4
5
人
)
　
自
宅
外
通
学
‥
3
9
･

o
o
o
円
　
(
9
5
人
)

◆
出
願
手
続

出
願
希
望
者
は
､
在
学
し
て
い

る
大
学
か
ら
出
願
用
紙
の
交
付
を

受
け
､
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
､

在
学
し
て
い
る
大
学
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
｡

◆
出
願
期
限

5
月
2
4
日
　
(
大
学
へ
の
提
出
期

限
は
大
学
に
御
確
認
願
い
ま
す
｡
)

◆
問
合
せ
先

県
高
校
教
育
課

皿

o

2

9

･

3

0

1

-

5

2

4

5

肌

o

2

9

･

3

0

1

･

5

2

6

9

Ⅲ
h
こ
p
白
¥
¥
重
責
.
①
d
千
号
の
【
∴
b

a
｢
a
k
i
∴
p
¥

利
根
川
を
や
さ
し
<
見
守
っ
て
く

だ
さ
る
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
-
募
集

◆
期
　
間
　
平
成
1
 
8
年
7
月
1
日

か
ら
平
成
2
0
年
6
月
3
0
日
ま
で

の
応
募
資
格
　
当
町
の
利
根
川
付

近
に
在
住
の
満
2
0
歳
以
上
の
方



年金制慶が変わります!
国民年金などの年金制度の改正が順次実施されることとなっています｡

次のとおりです｡

き下げとなります｡平成18年4月分から新しい年金
額となりますので, 6月の定期支払(4月及び5月
分)から年金額が変更となります｡
○障害基礎年金と老齢厚生年金等を併せて受給でき
るようになります｡

障害を持ちながら働いたことが評価される仕組み
として,平成18年度から65歳以上の方は､障害基礎

年金と老齢厚生年金､障害基礎年金と遺族厚生年金
の組み合わせについて併せて受給(併給)すること
ができるようになります｡なお､併給を申請される
場合は,選択申出書を提出していただく必要があり
ます｡

お問い合せ･ご照会は､
土浦社会保険事務所　曾029-822-3940

社会保険庁ホ-ムペ-ジhttp://ww. sia. go. jD/

問合せ先　　町民課年金医療福祉係
曾84-2111 (内線186)

平成18年4月からの主な変更点は､

【国民年金】
○保険料額が改正されます｡
平成18年4月から平成19年3月までの国民年金保
険料は月280円引き上げされ､月額13,860円となり､

平成29年度まで毎年度月額280円引き上げられ､最
終的に月額16.900円となる予定です｡これは､年金
を支える力と給付のバランスをとるためのものです｡
〔ご参考〕年金は納付した額の1. 7倍以上となります｡
基礎年金額の1/3 (将来は1/2)は国庫負担です｡今
後も保険料の改定が予定されていますが､国庫負担
があることで,若者であっても平均では納付した額
の1. 7倍以上の年金が受け取れる計算となります｡

【年金給付関係】
○平成18年度の年金額は0. 3%引き下げとなります｡
平成17年の年平均の全国消費者物価指数が,対前年
マイナス0.3%であったため,平成18年度の年金額

は前年度より0.3%少ない額となります｡

満額の老齢基礎年金の場合は,月額200円ほど引

広"叡かわぢ
平成18争1月/M44タ)園田

◆

謝

　

礼

　

実

費

程

度

◆
応
募
方
法
　
官
製
は
が
き
又
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
に
左
記
の
事
項
を
記

入
の
う
え
送
付

○
氏
名
○
年
齢
･
性
別
○
住
所
･

電
話
番
号
○
職
業
○
所
属
す
る
団

体
　
(
N
P
O
な
ど
)
　
等
が
あ
れ
ば

そ
の
団
体
名
○
こ
れ
ま
で
自
治
体

等
の
地
域
に
密
着
し
た
活
動
へ
参

加
し
た
経
験
○
応
募
理
由
･
利
根

川
の
感
想
○
過
去
の
河
川
愛
護
モ

ニ
タ
-
経
験
の
有
無

◆
応
募
･
問
合
せ
先

〒

3

0

0

-

-

4

0

3

河
内
町
金
江
津
官
堤

国
土
交
通
省
利
根
川
下
流
河
川

事
務
所
　
金
江
津
出
張
所

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
-
担
当

Ⅲ
8
6
･
2
0
0
2

鞘
8
6
･
2
3
7
7

(

※
応
募
締
切
　
5
月
8
日
必
着

(
6
月
中
旬
に
選
考
結
果
を
応
募

者
あ
て
に
送
付
し
ま
す
｡
)

Ⅲ
h
一
言
‥
¥
¥
葦
W
.
k
一
上
巳
二
二
g
?

j
p
¥
一
書
e
鴫
の
¥

◎
応
募
者
の
個
人
情
報
は
厳
守
い

た
し
ま
す
｡

｢
河
内
町
子
を
つ
な
≦
日
成
会
｣
正
会

員
･
賛
助
会
員
･
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

｢

_

_

_

i

.

_

_

_

1

_

_

(

_

_

_

_

,

_

　

_

　

_

　

_

i

く

く

_

_

〇

〇

〇

〇

_

_

　

〇

〇

〇

〇

〇

_

〇

〇

〇

_

｣

｢
河
内
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

(
以
下
｢
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
｣
)
｣

は
､
知
的
障
害
者
(
児
)
　
の
就
労
･

教
育
･
福
祉
の
同
上
と
地
域
社
会

の
理
解
増
進
を
図
る
た
め
障
害
者

(
児
)
　
及
び
保
護
者
の
会
と
し
て

活
動
を
し
て
い
ま
す
｡

｢
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
｣
　
で
は

活
動
に
関
心
を
も
た
れ
た
方
､
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
｡
ま
た
､
詳
し
い
内
容
に
つ
き

ま
し
て
は
定
期
総
会
を
左
記
に
よ

り
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
｡

◎
定
期
総
会
開
催
日
時

日
　
時
　
5
月
1
4
日
　
(
日
)

午
前
1
0
時
-
正
午

場
　
所
　
つ
つ
み
会
館
　
和
室

(
河
内
町
金
江
津
)

◆
問
合
せ
先

河
内
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

会
長
　
金
子
由
夫

Ⅲ
8
4
-
2
5
9
6

河
内
町
知
的
障
害
者
相
談
員

大
関
崇
夫

Ⅲ
8
4
･
2
4
了
3

教
育
相
談
員
に
茂
手
木
政
子
さ
ん
が
就
任

4
月
-
日
付
で
教
育
相
談
員
に
茂
手
木
政
子
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
｡
(
第
一
幼
稚
園
長
も
兼
務
し

ま
す
｡
)
　
教
育
相
談
室
で
は
､
い
じ
め
･
不
登
校
･
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
上
の
お
悩
み
を
抱
え
た
お

子
さ
ま
や
保
護
者
の
方
々
の
相
談
を
面
接
及
び
電
話
で
受
付
け
て
い
ま
す
の
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
｡

※
相
談
内
容
の
秘
密
は
か
た
く
守
り
ま
す
｡
ま
た
､
費
用
は
無
料
で
す
｡

◆
勤
務
日
　
原
則
と
し
て
､
月
･
水
･
木
曜
日
の
午
後
1
時
-
5
時

◆
勤
務
先
　
河
内
町
教
育
委
員
会
事
務
局
内
　
教
育
相
談
室
　
(
河
内
町
長
竿
3
6
8
9
-
1
)

曾
8
4
･
3
3
2
2
　
囲
8
4
-
4
7
3
0

(
平
成
_
8
年
4
月
か
ら
教
育
委
員
会
事
務
局
内
に
変
更
と
な
り
ま
す
｡
)



◆　定　例　梱　談　◆

心配ごと相談
日　　時　5月1日旧)午前10時一正午

5月15日伯)午前10時→午後3時

場　　所　公民館第2分館

問合せ先　河内町社会福祉協議会

曾84-2830

教育相談
日　　時　月･水･木曜日　午後1時一5時

場　　所　教育委員会事務局

問合せ先　宙84-3322

囲84-4730

成田空港に関する相談
日　　時　月一金曜日　午前9時一午後4時

場　　所　㈱ふるさとかわち事務所2階

(河内町長竿1 8 8)

問合せ先　茨城地域相談センタ-

曾84-50 1 7

命交通事故発生状況◆
町内の交通事故3月発生状況

(前月比) (累計)

発生件数(人身事故)　6件(±0) (16)

死者数　　　　　　0人(±0) ( 0)

負傷者数　　　　　　了人(+1) (17)

竜ヶ崎警察署調べ

㊨　戸　籍　の　窓　⇔

おめでた　　　4人

おくやみ　1 2人

転　　入　　46人

転　　出　　48人

㊨人口･世帯◇
平成18年4月1日現在

人　口　11,263人　(-10)

男　　　5,5了2人　(-8)

女　　　5,691人　(-2)

世帯数　　3,402世帯(+6)

役　　　　　　　場

創4-2111教議員会学校教育G創4-3322

回84-435了事務局生涯学習G認識

都　市上下水道G創4-2361福祉センタ-創4-3699
整備課建設環境G創4-2921保健センター創4-4486

つ　つ　み　会　館曾86-3了40給食セ　ン　タ　-曾84-2845

蛾包括支援センタ- a60-4071防(筈蓑雷)圭]84-2212

◇餉回診擢警醒塵績同》 ◇ :_ま

韮山E毒酷韮コ
矢野整形外科医院様田医院
曾029-892-21 27 8 62-0047

竹尾医院　　　　吉淳胃腸科医院
曾029了-86-2436曾66-0977

江戸崎眼科　　　福岡小児科医院
曾029-892-0262　E66-3245

坂本耳鼻咽喉科医院青木医院
曾029-892-2627曾64-3131

飯野クi)ニック
曾60-2323

牛尾病院
曾66-6111

西新道外科医院
曾62-0855

いがらしクリニック

曾62-0936

14日�MY{綿ｮ%�6��茶cSe�&ﾂﾄｪ(6ｨ6(4芍�ｨ�8��
宙62-6561

はたの棚‡蝶クリニツクいしかわクリニツク
21日暮諾_T94_24,2 qP65_7282　創2_03,8

28日
官本病院　　　　山村医院　　　　竜ヶ崎医院

曾029-979-2114曾66-0555　　　曾62-0550

※休日当番医は変更することがあります｡

診療を受ける際は､必ず電話でご確認ください｡

◇富徳蝦猿田《5同0〈〉
臆上　馬｢言~｢｢｢｢巨を聖⊥
A地区i616 c地区9･23 A地区　　C地区

13　　　　　　　　2了

B地区11･25　D地区　18　B地区　　　　D地区

燃える　ごみ収

6日及び

毎週月･水･金曜日
5月中の予約-6月3日

広▲殻かみち
臆平成18争｣月(¥Z待J.5)


